
この教室は、市と健康増進に関する連携協定を結んでいる明治安田生命保険
相互会社協力のもと実現されました

国際ソロプチミスト小林が認証 30 周年
　3 月 23 日、国際ソロ
プチミスト小林（森

も り お か

岡
康
や す こ

子会長）の認証 30 周
年記念式典が開催され
ました。同団体は女性
の人権と地位を高める奉仕活動をしている団体。
式典では、森岡会長から市内の小・中学校 21 校
へ生理用品が寄贈されました。

小林レッドフェニックスが全国大会へ
　３月 17 日、小林ミニ
レッドフェニックスが
ミニバスケットボール
の全国大会出場を前に
市長を表敬訪問しまし
た。主将の松

ま つ だ

田颯
そ う と

音さんは「主将としてしっかり
チームに指示をしていきたい。県代表としてがん
ばります」と力強く抱負を語りました。

認知症患者を地域で見守る声かけ体験
　３月 24 日、三ケ野山
地区のｅサポーターが、
野尻町いきいきコミュニ
ティセンターで認知症高
齢者の見守り声かけ体験
を行いました。高齢者役への声かけ体験や過去の
体験を共有するグループワークを行い、見守りが
必要な人に出会った時の対応を学びました。

JA こばやしマンゴー部会が
宮崎日日新聞農業技術賞を受賞
　JA こばやしマンゴー部会（松

ま つ だ

田泰
や す か ず

一部会長）が、
第 64 回宮崎日日新聞農業技術賞を受賞し、３月
18 日、市長に受賞を報告しました。受賞は、平
成 18 年以来２度目。代表してあいさつした松田
部会長は、「ひなた GAP 取得や販売への取り組
みを評価していただいた。小林ブランドを育てる
ため、さらに精進したい」と話していました。

マンゴー部会は、ネット販売などニーズに合わせた販売にも取り組むなど、コ
ロナ禍に対応しながら、質のよいマンゴーの生産・販売に力を入れています

Ｔopicsこばやし
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トヨタカローラが市内小学生に
子ども向け反射材などを寄贈
　 ３月 25 日、トヨタカローラ宮崎株式会社

（御
み た ら い

手洗才
さ い じ

治代表取締役社長）が市内小学３年生
（現４年生）345 人に対して、子ども向け反射材
とリーフレットを寄贈しました。寄贈は、宮崎ト
ヨタグループの「マチホタル活動」の一環。事故
防止のため、暗い道でも光が溢れるようにという
思いから県内で活動を行っています。

御手洗社長は「自動車業界の悲願である交通事故０を目指し、１件でも事故
を減らせることを願って寄贈させていただきます」と話していました

テゲバジャーロ宮崎の選手が
市内小中学生にサッカーを指導
　３月 27 日、県内初のプロサッカーチームとなっ
たテゲバジャーロ宮崎の選手を招いてサッカー教
室が開催されました。教室には、市内の小・中学
生約 80 人が参加。鬼ごっこを用いた基本的動作
の練習やゲーム形式の練習によりプロの指導を受
けました。子どもたちは普段目にかかることのな
いプロ選手の高い技術力を間近で体感しました。

小林高校生有志が企画した
手作りの SDGs イベント開催
　３月 27 日、KITTO 小林で「ミライノコバヤシ
～ミラコバ SDGs プロジェクト～」が開催されま
した。TENAMU 交流スペースの制服譲渡会など
のイベントに合わせ、コバ高生有志約 30 人が小学
生向け SDGs イベントを企画。古新聞などの廃材
を使った図工・工作コーナーや手作り縁日、SDGs
のクイズなどの企画で来場者を楽しませました。

企画に参加した沢田瑠也さんは「話し合いを重ねて内容が固まっていきやりが
いを感じました。今後もまちの活力につながる活動したい」と話していました

吉都線利用促進と沿線の魅力発信へ
吉都線ひと駅ウオークを初開催
　３月 27 日、ＪＲ吉都線乗車とウオーキングを
セットにしたイベント「吉都線ひと駅ウオーク in
西小林駅」が開催されました。ＪＲ吉都線利用促
進協議会が、吉都線の利用促進と沿線の魅力発信
のため初めて開催。参加者は、スタート地点への
集合やゴール後の移動に吉都線を利用し、沿線の
風景や関係団体からのおもてなしを楽しみました。

参加した脇
わ き た

田菜
な つ み

摘さんは「普段乗らない吉都線に、娘は大興奮。ウオーキング
では、娘と春の草花を見つけながら楽しく歩けました」と話していました

小林地区交通安全協会小林支部が
交通安全功労者等県知事表彰を受賞

内支部長は「コロナ禍の時期だからこそ協会一丸となって事故防止活動に努め
ることが使命。今後はさらなる交通安全啓発活動に努めたい」と話しました

　２月８日、地域の交通安全教育や交通事故防止に
大きく貢献した団体に贈られる、「交通安全功労者
等宮崎県知事表彰」を小林地区交通安全協会小林
支部（内

う ち

一
か ず ゆ き

幸支部長）が受賞しました。同団体は日
頃から、教育施設、高齢者クラブでの交通安全教室
や、交通量の多い街頭での交通指導などを行い、
地域に密着した交通安全活動を行っています。
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前
ま え だ の り お

田則雄さんが旭日単光章を受章
　３月 14 日、長年にわ
たり地域の発展に尽力
し、旭日単光章を受章
された前田則雄さんに、
野尻庁舎で伝達式が行
われました。前田さんは３期 12 年にわたり野尻
町議会議員を務め、住民福祉の向上や地域の産業
振興に貢献したことに対して受章しました。



指先を使って脳の活性化
　３月の野尻地区生き
がい学級では、文化的
講座の一環で、日常使
いに手頃な小箱作りに
挑戦しました。普段は
三ケ野山教室の受講生である城

き ど

戸愛
あ い こ

子さんが講師
となり、受講生の製作の進み具合をうかがいなが
ら、綺麗に作るコツを教えていました。

市民の生命・財産を守る
小林市消防団入退団式を開催
　４月３日、令和４年度小林市消防団入退団式が
須木総合ふるさとセンターで開催されました。21
人が退団、新たに９人が入団し、今年度は 491 人
が消防団活動にあたります。入団者を代表して第
２分団第３部（小林地区）湯

ゆ か わ

川達
た つ や

也さんは「住民
の生命、身体、財産を保護し、郷土愛護の精神に
基づき使命達成に努めます」と宣誓しました。

宣誓する湯川さん。消防団員は、地域の消防防災のリーダーとして市民の安
心安全を守るという重要な役割を担っています

　３月 27 日、小林まちづくり株式会社（柊
ふ き ざ き

崎庄
し ょ う じ

二
代表取締役）が主体となり、アウトドア情報の発信
や案内を目的とする案内所「アウトドアステーショ
ン生駒」が花の駅生駒高原内に開設されました。案
内所では、Ｅバイク（電動アシスト機能付きスポー
ツ自転車）のレンタルや生駒エリアを拠点とした登
山コースの案内、イベントの企画を行います。

アウトドア情報の発信拠点が
花の駅生駒高原内にオープン

登山やサイクリングは、自然を生かした少人数で楽しむことできる新しい観
光コンテンツとして注目されており、生駒周辺観光の誘客が期待されます

須木地区で春の物産販売を開催
　４月９日、すきむら
んどのかじかの湯駐車
場で物産販売が開催さ
れました。須木地区内
の業者による柚子や栗
の特産品の販売のほか、市外からも食料品や衣料
品販売業者の出店がありました。当日は天気にも
恵まれ、会場は多くの来場者で賑わいました。

市内小中学校で入学式が開催
　４月８日に市内中学
校、11 日に小学校の令
和４年度入学式が行わ
れ、 小 学 校 368 人、 中
学校 336 人の新入生が
入学しました。このうち須木小学校では、男子児
童３人、女子児童２人が入学。子どもたちは新し
い環境に、期待と不安で胸を膨らませていました。

Ｔopicsこばやし
トピックス

　４月７日、第 17 回小林市総合畜産共進会が小
林地域家畜市場で行われました。和牛３部門に
52 頭、乳牛４部門に 12 頭が出場し、和牛（種牛）
は下

し も む ら

村美
よ し て る

輝さん、乳牛は永
な が た

田一
か ず な り

成さんがグランド
チャンピオンを獲得。また、４月５日に開催され
た和牛（枝肉）では、元

も と ざ わ

澤雄
ゆ う じ

治さんが金賞を獲得
しました。共進会の最後には、今年 10 月に鹿児
島県で開催予定の「第 12 回全国和牛能力共進会」
への出品予定農家の紹介と激励も行われました。

Photo １種牛の部グランドチャンピオン下村さんとちよちよ号
２乳牛の各部門で優等１席を獲得した受賞者と関係者
３枝肉の部金賞（首席）元澤さん

２１ ３

小林市総合畜産共進会
和牛・乳牛 64頭、枝肉 47頭が出場・出品

結果（順位順・敬称略）

■肉用種種牛の部
▼ 育 成 1 類 ＝ 筧

かけひ

春
は る ひ こ

彦、
黒
く ろ き

木 祐
ゆ う い ち ろ う

一 郎、 新
し ん で ん

田 幹
み き お

雄
▼ 育 成 ２ 類 ＝ 下 村 美 輝、
立
た て や ま

山健
け ん じ

二、橋
は し み つ

満公
こ う だ い

大▼雌
子牛＝山

や ま だ

田宏
ひ ろ き

樹、永
な が く い

久井
幹
み き お

男、山
や ま だ

田和
か ず ひ ろ

博、中
な か べ っ ぷ

別府
篤
あ つ ひ さ

久、夏
な つ き

木佳
よ し た だ

忠

■乳用種の部
▼育成 1 類＝温

ぬ く み ず

水聖
しょう

▼育
成２類＝中

な か む ら

村大
だ い き

輝▼育成
３類＝谷

た に ぐ ち

口俊
と し ふ み

文▼経産牛
４類＝永田一成
■肉用種枝肉の部
元澤雄治、小

お だ

田孝
こ う い ち

一、株
式会社石川牧場、栗

く り す の

巣野
愛
いとし

、坂下牧場

Photo １発表会では先端技術を活
用したユニークなまちづくりのア
イデアが披露されました
２, ３, ４ 昨年 11 月に松原教授、
牧原教授、稲見教授が来市。各チー
ムが検討中のアイデアにアドバイ
スをもらいました

２

１

３

４
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人道危機への支援の輪が広がっています
　市内で、戦闘が激化
するウクライナの人道
危機への支援の輪が広
がっています。市内の
黒木茶道教室（真方地区）
では、３月 27 日に定例の「春のお茶会」を開催。
参加料の一部や参加者からの募金を、日本赤十字
社宮崎県支部小林市地区に寄付しました。

東京大学先端研との連携協定にかかる市職員の検討チームが
ＡＩなどの先端技術を使ったまちづくりのアイデアを報告
　３月 22 日、「小林市と東京大学先端科学技術研
究センターとの連携協定にかかる活動報告会」が
開催されました。市では昨年６月の連携協定締結
後、ＡＩなどの先端技術を活用したまちづくりを
検討するため、入庁３～４年目職員による研修チー
ムと中堅職員によるプロジェクトチームを立ち上

げ。東京大学の松
ま つ ば ら

原 仁
ひとし

教授、牧
ま き は ら

原 出
いづる

教授、稲
い な み

見
昌
ま さ ひ こ

彦教授の助言を受けながら、研修チームが 20 ～
30 年後を見据えたまちづくり、プロジェクトチー
ムが市の課題解決を目指して検討を重ねてきまし
た。今後、同センターと連携しながら、実現可能
なアイデアの実証実験を行う予定です。


